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文 獻

第1章　 緒 言

余ハ巳ニ本研究第1囘 報告1)ニ於テ,血 球ニハ假令荷電アリトスルモ,夫 等 ノ關係 ガ肉眼 ニ

テ觀察 スル赤沈速度(赤 血球沈降速度)ニ,何 等影響スベキモノニ非ラザルコ トヲ論斷 セリ.余
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ハ斯ル事實ヲ尚ホ一層精密 ニ研究 セントシ,一 方 ニ於 テヘ血球 ノ荷電量ノミ ヲ異 ニシ,其 他 ノ

條件 ガ總テ同一ナル場合ニ於 テハ,果 シテ赤沈速度 ニ差異アルヤ,亦 他方ニ於テハ赤沈速度ノ

ミヲ異ニシ,其 他 ノ條件 ガ總テ同一ナル場合ニ於 テハ,果 シテ血球ノ荷電量ニ差異アルヤ,以

上 ノ2項 ニ就キテ實驗 シ,前 述 ノ結論 ニ對 シ聯 力補遺 スル所アラン トス.

第2章　 實 驗 方 法 竝 ニ 實 驗 成 績

A)赤 沈速度ノ測定ニ關シテハ,已 ニ第1囘 報告ニ於テ記載セシト略ボ同一ニセルヲ以テ,茲 ニハ夫等

ニ就キテノ詳述ヲ省略ス.

B)血 球 ノ荷電量ノ測定ニ關 ンテハ,已 ニ知ラレタルKataphoreseversuchニ ヨ レリ.而 シテ余ハ同法實

施ニ關シ,次 ノ諸點ヲ考慮セリ.即 チ1)可 及的微弱ナル電流ヲ通 ジテ檢査スベキコト,是 レ從來ノ研究

者バ一般ニ強力ナル電流ヲ通ジテKataphorese檢 査 ヲナスモノ多キガ如キモ,若 シカクスル時ハ被檢液ガ不

平等ニ温メラレ,夫 レニ伴フ液體ノ對流ノ爲メ, Kataphoreseノ 成績ニ多大ナル動搖ヲ來サシムベキコト

ハ推測昌ニカラズ. 2)相 比較スベキ被檢液ハ,小 室(血 球 ヲ浮游セシムベキ)内 ニ於テ常ニ同一 ノ深ナニ

保 ツベキコト,是 レ血球 ノ移動速度ハ電位差ニ正比シ,抵 抗ニ逆比スルモノナレバ,常 昌同一 ノ電壓ヲ用 フ

ルハ勿論ニシテ,其 他ニ尚ホ,小 室内ノ液ノ深サバ輪道 ノ抵抗ヲ變化モシムルヲ以テナリ. 3)分 極現象ハ,

 Hataphoreseノ 成績 ニ多大ナル影響 ヲ與フルヲ以テ,斯 ル事ノ可及的惹起セザル條件 ノ下 ニ於テ實驗スベキ

コト, 4) Kastasphoreseニ依 ル帶電量ノ測定ハ.一 定 ノ電壓下ニ於ケル血球 ノ移動速度ニ依 リテ判定サル可

キモノナルヲ以テ,例 之同一個體 ヨリ分離セル血球 ヲ用ヒテ,各 種 ノ液體内ニ於ケル夫等ノ荷電量ヲ相比較

セ ンニハ,電 壓竝ニ抵抗ガ一定ナル外ニ,尚 ボ一般ニ速度ニ關係スル被檢液 ノ粘稠度竝ニ共 ノ中ニ浮游スベ

キ血球 ノ濃度 ヲ同一條件 ニナス可キコト等ナリ.

余ハ以上ノ諸點ヲ考慮ノ下 ニ,次 ノ如キ方法 ヲ以テKataphoreseuersuchヲ 實施セ リ.

即チ血球ヲ浮游セシム可キ小室 トシテハ,米 國製Levy血 球計算盤ヲ使用 ン,此 小室 ノ兩側ニ装置セシム

ベキ電極ハ豫 メ「クロール」鍍銀セル厚サ0.2mm,長 サ2.3cm,幅2.0mmノ 薄キ銀板ニンテ,小 室 ノ可檢液

層ニ密着スル金屬板ノ斷面,即 チ厚サ0.2mm,長 サ2.3cmノ 部分ヲ除ク他ノ表面ハ,總 テ「ワニス」ヲ以テ

塗布セ リ.兩 極間ノ距離ハ略ボ3.5mmヲ 有 ス,而 シテ比較的長キ電極 ヲ選定セルハ,電 極間ノ電流 ヲ可及的

平等且平行ナラシメンガ爲ナ リ.又 電極ノ大部分ヲ不導質ニテ塗 レルハ,電 極 トシテ作用スル面ヲ少 クセン

ガ爲ナリ.又 血球間液層 ノ電氣抵抗ヲ同一ナランメンガ爲,液 層ニハ純粹ナル6%葡 萄糖液 ヲ用ヰ,又 一容

積内ノ血球數ヲ同一ナランメタリ.而 シテ毎常實驗 ニハ, 6 Volt, 0.03m. amp.ノ 電流ヲ通 ジ,糖 液 ヲ以テ能

ク洗滌セル個々ノ血球ガ, 6% 萄 糖液内ニテ, 90μ ノ距離ヲ移動スルニ要スル時間(sec)ヲ 求 ム.斯 ル計

測ハ,同 一標本ニ就キテハ20箇 測定 シ, 5囘 標本 ヲ新ニシテ計測ヲ反覆シ,平 均時間ヲ求 メ,此 數値 ヲ以テ

90μ ヲ除セル商 ヲ以テ速度ヲ示ン,此 速度 ノ大小ニ依 リテ,血 球荷電,量 ヲ推定セ リ.此 際輪道内ニハ常 ニ

Milli-Ammeterヲ 挾 ミ置キ,一 定 ノ電流強度 ノ下ニ於テKataphoreseヲ 相 比較觀察セ リ.

第1節 荷 電 量 ヲ異 ニ セル 血 球 ノ沈 降 速 度 ニ就 キ テ

健康ナル成熟雄犬竝ニ同雄家兎各1匹 ヲ選ビ,夫 々ヲ血球ヲ分離シ,之 ヲ等張性(6/)葡 萄糖溶液 ヲ以テ
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5囘 宛 洗 滌 セ ル モ ノヲ,上 記 ノ葡 萄 糖 溶 液 内 ニ入 レテKataphoreseヲ 檢 スル 時 ハ,第1表(犬 ノ血 球)No. 1

液 竝 ニ第2表(家 兎 ノ血 球)No. 1液 ニ示 ス ガ如 ク,兩 種 動物 何 レノ血 球 モ陽 極 ニ向 ツテ 移 動 スル コ トヲ認

ム.

第1表　 犬 〓(12.700kg)ノ 血 球 ニ就 キテ ノKataphoreseversuch

第2表　 家兎 〓(2.850kg)ノ 血 球 ニ就 キテノKataphoreseversuch

次 ニ斯 ル葡 萄 糖 溶 液 ニ種 々 ナ ル分 量 ノ割 合 ニFeCl3ヲ 附 加 セ ル モ ノニ 就 キ テ,夫 々 血球 ノ荷 電 量 ヲKata

phoreseニ 依 リテ測 定 ス ル ニ,其 量 ヲ増 ス ニ從 ヒ テ漸 次 速 度 ヲ減 ジ,途 ニハ陽 極 ニ向 ヒテ 進 ム樣 ニ方 向 ヲ變

ズ ル ニ至 ル(第1表 及 ビ第2表 ノ各No. 2-No. 7液 ニ就 キ テ 參 照).已 ニHober2)氏 モ 亦10.5%蔗 糖 溶 液 ニ,

人 血球 ヲ浮 ベテKataphoreseヲ 檢 査 ス ル ニ,血 球 ハ陽 極 ニ向 ヒテ 進 ム モ,該 液100ccニ 對 シFeCl3ヲ0.02g

ノ分 量 ノ割 合 ニ附加 セ ル モ ノニ於 テ ハ,血 球 ガ前 囘 ト反 對 ニ陰 極 ニ 向 ツテ 進 ム事 實 ヲ報 告 セ リ.

次 ニ上 記 ノ各 表 ニ 基 キ,血 球 ノ荷 電 量 ヲ異 ニセ ル モ ノニ 就 キ,同 液 中 ニ於 テ,夫 々赤 沈 速 度 ヲ檢 査 セ シ ニ

第3表(犬 ノ血球)及 ピ第4表(家 兎 ノ血球)ニ 示 ス ガ如 ク各 液(No. 1-No. 7液)ニ 於 テ ハ何 等 ノ差 異 ヲ認

メ ズ.

3



2470 山 本 宗 平

第3表　 犬 〓(12.700kg)ノ 血 球 ニ就 キテ ノ赤沈速度測定

備 考 1. h1, h2,… … …h3ハ 各1, 2… … …5時 間 目 ニ於 ケル60分 間 ノ血 球 沈 降 ノ高 サ(mm)ヲ 示 ス

2. h1/6
0, h2/60,…… …h5/60ハ 各1, 2,… … …5時 間 目 ニ於 ケ ル赤 血 球 沈降 速 度(mm/min)ヲ 示 ス.

以 下 第4,竝 ニ5表 ハ之 ト同 樣 ナ リ.

第4表　 家兎 〓(2.850kg)ノ 血 球 ニ就 キテ ル赤沈速度測 定

第2節　 沈 降 速 度 ヲ異 ニ セ ル血 球 ノ荷 電量 ニ就 キ テ

余ハ妊娠犬1匹 竝ニ非妊娠犬4匹 ヲ選 ビ,之 等ヨリ各血球 ヲ分離シ,之 等 ヲ單ニ, 1囘 宛葡萄糖溶液 ヲ以

テ洗滌ヲ行ヒテ後,該 血球 ヲ葡萄糖溶液ニ浮ベテ,一 方ニハ赤沈速度 ヲ測定スルト同時ニ,他 方ニ於テハ夫

等血球 ノ各荷電量ヲKataphoreseヲ 以テ測定 シ其間ノ關係ヲ觀 タリ.赤 沈速度ノ成績ハ第5表 ニ示スガ如

ク,妊 娠犬ノ血球ニ於テハ尚ホ著明ニ血球ノ凝集ヲ認メ,赤 沈速度ノ異常ニ増大セルヲ觀ル.反 之非妊犬4
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匹ニ於テハ妊娠犬ノ血球液 ニ比ン,何 レモ赤沈速度ハ小 ニシテ相互ニ殆 ド相等 シ.之 ハ從來,臨 牀上多數ノ

士ガ,赤 沈速度促進セル血液 ヨリ分離セル血球ガ,若 シ其洗滌不十分ナル場合ニハ,尚 ホ血球ガ凝集 シ赤沈

速度 ノ促進ヲ認 メントノ事實昌一致ス.然 ルニ血球荷電量ニ關シテハ第6表 ニ示 スガ如 ク其妊娠犬 ノ血球

ナルト,非 妊犬ノ血球ナル トニ拘 ラズ,兩 者何 レモ殆 ド相等シ.

第5表　 妊娠牝犬竝 ニ非妊犬ノ各血球ニ就 キテノ赤沈速度測定

第6表　 妊 娠牝 犬竝 ニ非妊犬 ノ各 血球 ニ就 キテ ノKataphoreseversuch

第3章　 總 括 竝 ニ 考 案

以上ノ實驗事實 ヲ以テ按ズルニ,血 球 ノ荷電量ガ相異ナル場合 ト雖モ,必 ズシモ赤沈速度 ノ

差異ヲ來サズ(第1節 實驗參照),又 赤沈速度 ガ相異ナル場合 ト雖モ,必 ズシモ血球ノ荷電 量 ノ

差異ヲ示サズ(第2節 實驗參照),故 ニ血球ノ荷電量 ト肉眼觀察ニ依ル赤沈速度 トノ間ニハ何等

ノ關係ヲ認ムルコ ト能ハズ.亦 余ハ已ニ本研究第2囘 報告3)ニ於テ,妊 娠犬 ノ赤沈速度促進 ノ

主因ハ,血 球 ノ凝集 ニァルコト竝ニ斯ル血球凝集 ノ機轉ハ,血 球 ガ血漿或ハ血清中ノ血球相互

粘着物質 ヲ吸着スルニ歸因ス可キコトヲ明カニセリ.然 レ共斯ル血球凝集ノ機轉 ニ關 シテハ,
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從來一部學者(Fahraeus, Linzenmeier一 派)ノ 唱 導 スル ガ如 ク,血 球 ノ荷 電 量 ノ減 少 ニ歸

スベ キヤ否 ヤノ點 ニ就 キテハ聯 モ言及 セザ リキ.惟 フニ余 ノ實驗 ニ於 テ ハ 直接 血 漿 中 ニ於 テ

Kataphoreseヲ 測 定 セルモ ノニ非 ラズ ト雖 モ,一 方葡萄糖 溶液 内 ニ於 テモ(第5表 參照)著 明

ナル血球 ノ凝集竝 ニ赤 沈速度 促進 ノ事實 ヲ目撃 セル以 上,若 シFahraeus, Linzenmeier氏 等

ノ所謂荷電説Ladungstheorieガ 眞 ナ リト假定 セバ,血 球 荷電 ノ變化 ニ依 リテ沈降速度 ヲ變 ズ

ベ キ筈 ナ リ.然 ルニ事實 ハ之 ニ反 シ,妊 娠犬 ト非妊 犬 トノ血球 ノKataphoreseハ 相 等 シ.故 ニ

余 ハ妊娠犬 ノ所謂 自家血球凝 集現象 ハ血球 荷電 ノ減 少 ニ歸因 スルモ ノ ト認 メ難 シ.

第4章 結 論

1)血 球 ノ荷 電的關係 ハ,肉 眼 ニテ觀察 スル赤沈速度 ニ,何 等影響 ヲ與 ヘズ,ト ノ事實 ヲ一

層 明 カニセ リ.

2)妊 娠 犬 ノ所 謂 自家血 球凝集現象 ハ,血 球荷電量 ノ減少 ニ依 ルモノ ト認 メ難 シ.

擱 筆スルニ當 リ終始御懇篤ナル御指導 ト御校閲ノ勞 トヲ賜リタル恩師生沼教授ニ對 シ衷心感謝 ノ意ヲ

表ス.(6. 1. 7.受 稿)

文 獻

(主要ナル文獻ハ既ニ第1囘 竝ニ第2囘 報告ニ掲載セルヲ以テ茲ニハ省略ス)

1) 山本,岡 山醫學會雜誌,第42年 第11號,昭 和5年11月. 2) Hober,  Pflugers Aroh. f. d.

 ges. Physiol. Bd. 101, S. 63, 1904.  3) 山本,岡 山醫學會雜誌,第42年 第12號.昭 和5年12月.
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672. 11

Kurze Inhallsangabe.

Uber die verschiedenen physikalischen Bedingungen,

 welche die Senkungsgeschwindigkeit der roten

 Blutkorperchen beeinflussen.

(III. Mitteilung.)
Experimentelle Untersuchung uber den Einfluss der

 elektrischen Ladung der Blutkorperchen auf die
 Blutkorperchensenkungsgeschwindigkeit.

Von

Sohei Yamamoto.

Ans dem physiologischen Institut der Med. Universitat Ohayarna
(Vorstand: Prof. Dr. S. Oinura.)
Eingegangen am 7. Januar 1931.

Verfaser erbrachte eine weitere Bestatigung dafur, dass die elektrische Ladung der 

Blutkorper die Senkungsgeschwindigkeit der roten Blutkorperchen nicht beeinflusst. 

Die Resultate rind folgende:

1) Die Blutproben, welche sehr verschiedens Senkungsgeschwindigkeiten der roten 

Blutkorperchen zeigen, konnen die gleiche Kataphoresegeschwindigkeit haben. Die 

vom Verfasser an den untrachtigen and trachtigen Hundinnen beobachteten Erschein

ungen galten fur alle Falle.
2) Die verschiedene elektrische Ladung (durch den Zusatz von FeC13 im weiten 

Umfang variierbar) der Blutkorperchen beeinflusst nicht die Senkungsgeschwindigkeit 

der Korperchen.
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